
クラウド型トラベルクリニックシステム【Healthy Lab Travel】を
利用した海外勤務者・帯同家族の健康管理システム

一般社団法人 トラベルヘルスケア機構



グローバルビジネスにおける海外勤務者の健康管理

①海外勤務者へ適応される法律
・労働契約法第５条 ⇒ 安全配慮義務
・労働安全衛生法

②社員が海外で病気・事故にあうと様々な問題が発生
・高額な医療費
・貴重な労働力の喪失
・安全配慮義務違反の可能性
・海外事業へ大きく影響してしまう

③海外勤務者の健康管理を行う部署
・人事部 or 総務部（会計及び健康管理の両方を担う）
・専門の海外担当部門
・産業衛生部門

④安全配慮義務を遵守するため、企業側が補助を出して、
渡航前のトラベルクリニック受診を推奨している



企業様の悩み事・ご意見①

【人事・会計部門よりのご意見】

・領収書の立替で行っているが、海外派遣社員数が多く、医療機関毎で
異なる明細であるため、会計処理の負担が大きい。

・企業補助範囲外のワクチン接種や検査が頻繁に行われ、社員への費用
の説明が大変。
・予約を取る際に大変な手間がかかる、なかなか予約がとれない
・会計は領収書立替ではなく、請求書による一括会計を希望。
・予約～請求書まで、一気通貫のシステム導入の希望



企業様の悩み事・ご意見②

【産業衛生部門よりのご意見】

・社員の渡航ワクチン接種記録の管理が難しい。
・今後の渡航ワクチンスケジュールが把握できない。

・トラベルクリニックを受診したにも関わらず、接種するワクチンの詳
細な説明がなかった。

・ワクチンに関する説明はあったが、ワクチンのみに終始し、デング熱
や防蚊対策など他の専門的な説明がなかった。

・海外での健康管理や渡航ワクチンについてトラベルクリニックと連携
がとりたい
・社員の渡航ワクチン接種記録やスケジュール管理を一括して行いたい。



企業様の悩み事・ご意見③

【受診者個人よりのご意見】

・各医療機関で予約の取り方が異なり、統一して欲しい。

・今後の渡航ワクチンスケジュールが示されるが、期間がある程度空く
と忘れてしまう。
・紙でワクチンなどの資料をもらうが、データで欲しい

・同じく、紙で英文接種記録をもらうが、紙は紛失してしまうこともあ
り、データで英文接種記録が欲しい。
・各医療機関で接種記録の様式が異なり、保管が大変。
・海外でもネット環境下ですぐにワクチン接種記録にアクセスしたい。
・ワクチンやその他の説明はオンラインで受診前に希望。

・窓口での会計、明細をもらって費用の立替が面倒。企業に一括請求し
てもらいたい。



企業様の希望

・トラベルクリニック受診
内容の可視化

・システムでのワクチン等の
一元管理

・予約の統一

・明細把握と一括請求

個人の希望

・個人によるワクチン接種記録等の
データ管理

・接種記録書の統一

・予約の統一

・補助対象のものは窓口会計なし
＋
企業への一括請求

クラウド型トラベルクリニックシステム
「Healthy Lab Travel」で解決



クラウド型トラベルクリニックシステム
【Healthy Lab Travel】by M-aid
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予約 ～ ワクチン接種・記録 ～ 会計・インボイス発行まで一気通貫。
デジタル化によりトラベルクリニックを一元管理できるシステム
企業様は費用負担なく、無料でご使用可能。



診療側画面
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企業様管理画面でできること

①システム利用医療機関を受診した従業員や帯同家族のワクチン接種や検査のスケ
ジュールが把握できる。渡航情報（渡航国、出発日時等）も把握可能。

②英語での接種記録が産業保健部門や人事部門など渡航者と関わる部門で把握できる。

③企業補助範囲内の費用の把握がリアルタイムで可能。月別で纏めて見ることも可能。

④日ごと、月ごとで、Excelで一覧を出すこともできます。

⑤ID・初期パスワードは当機構より発行致します。ログイン後、初期パスワードは変更を
してください。企業様は無料でこのシステムが利用可能です。
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企業様管理画面
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企業様管理画面も診療側画面と同様、カレンダー形式で表示され、従業員が受診
した日に人数が表示され、その日をクリックすると受診者の一覧が表示されます。
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従業員一覧



接種したワクチンの詳細・スケジュール確認
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接種記録書ボタンをクリックすると補助対象、補助
対象外の全てのワクチン接種記録が参照できます。
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月ごとでトータルの費用が表示されます。
その月をクリックすると、その月に受診した従業員一覧を見ることができます。
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受診者管理画面

受診者自身もWebから自身の接種記録やスケジュールにいつでもアクセス可能。



インボイス発行システムとの連携

19

クラウド型トラベルクリニックシステムを
使用している医療機関は、一括請求書とし
ての適格請求書（インボイス）が発行可能
となります。

各医療機関により対応が異なりますが、イ
ンボイス発行システムによっては、電子イ
ンボイスやデジタルインボイスも発行可能
となり、２０２４年１月から義務化される
改正電子帳簿保存法に則った形式での発行
が期待されます。



一般社団法人
トラベルヘルスケア機構

窓口・取りまとめ

システム連携トラベルクリニック

システム連携トラベルクリニック

システム連携トラベルクリニック

企業

契約及びインボイス発行の流れ

契約 連携

インボイス発行

社団法人との連携・契約では特に費用は発生しません（社団法人は取り纏め作業のみ）。
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一般社団法人
トラベルヘルスケア機構

企業

契約内容

➢ クラウド型トラベルクリニックシステム【Healthy Lab Travel】を利用すること

➢ このシステムでは受診者の一部の個人情報を企業様とシステム連携医療機関で共有することになる
ため、個人情報保護法、医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダン
スに則って情報を取り扱うこと

➢ 補助対象のワクチンや検査等の診療費は各医療機関が発行するインボイスによる企業一括請求とす
ること（補助対象外のみ受診者が窓口負担とすること）

➢ 各企業で規定している補助対象のワクチンや検査等の一覧をトラベルヘルスケア機構に提出しても
らうこと（改変があった場合は、その都度提出してもらう）

➢ クラウド型トラベルクリニックシステムを企業様が利用される場合の利用料は発生せず、無料で企
業管理画面がご使用できます。また、この契約にかかる費用負担もございません。



個人情報保護の取り扱いと法的対応
①一般社団法人トラベルヘルスケア機構の顧問弁護士とともに、このシステム全体
の法的建付けを行っています。

②このシステムは、企業、受診者、医療機関の３者で受診者の個人情報を共有する
ことになり、個人情報保護法に基づき、法的対応が求められます。

③企業様と共有する情報は、受診者渡航情報とトラベルクリニックにおけるワクチ
ン接種スケジュールのみとなります。受診者の既往歴など医学的内容は企業様とは
共有しません。

④受診者には、予約の際にWebに載せた規約に同意をしてもらうことになります。

⑤企業様においては、契約書に詳細を記載しております。
22



システム導入の利点①
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➢企業様の生産性アップ

☆人事・経理部門の労働時間の短縮が可能。

◆（例）受診者が立替を行う場合、立替金精算にインボイスをきちんと持ってくるかの確認、領収
書・明細書が分かれている場合は、消費税があっているかどうかの計算が必要。一人あたりの領収
書・明細書の消費税計算を含めた確認に２分かかるとすると、月延べ１００人の立替があると仮定
すると確認に２００分/月かかる。
→このシステム導入によりインボイス自動発行だとこの２００分/月の時間短縮となる。

◆（例）産業保健部門が従業員のワクチン接種の確認を行う場合、本人から聞き取る・記録をみせて
もらうのに１-２分かかる。このシステム導入により、本人に連絡をとらずとも一瞬でワクチン接
種記録・スケジュールにアクセス可能。
→産業保健部門においても作業時間短縮が可能。



システム導入の利点②
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➢企業様のコストダウン

☆このシステム導入は費用は０円のため、コストアップはない。

◆インボイス発行ができないトラベルクリニックだと、仕入税額控除ができず、企業様の消費税負担
が増加する。システム導入によりインボイスが自動で企業様に届くため仕入税額控除ができるよう
になる。このシステムを使用しているトラベルクリニックを受診することで、コストダウンになる。

◆（例）企業様が独自に紙や冊子で管理している場合、その紙や冊子にかかるコストを１部１００円
と仮定し、１００人分用意すると１万円かかる。
→このシステム導入により、全てデジタル化すれば、費用は０円となり、今までかかっていた費用
のコストダウンが可能。



システム導入の利点③
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➢企業様の財務の改善

☆一括請求書による支払時期の後回しは企業様のキャッシュフロー視点から
有利。

◆多くの企業様は当月末締め、翌月末もしくは翌々月末までの支払いとなることが多いです。キャッ
シュフローを考えると、その都度の支払いより、こうした請求書での後払いの方が財務面では有利
となります。



システム導入の利点④
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➢企業様のCSRの向上、付加価値のアップ

☆デジタル化によるスマートな従業員の健康管理は、健康経営に寄与します。

◆ CSR活動の一環として健康経営を捉えている企業様が急増しております。システム導入により海外

派遣者の健康管理をデジタル化によりスマートに管理することは、健康経営の推進にも寄与し、安
全配慮義務の履行の一助となります。

◆従業員（受診者）本人も、いつでも自分のワクチン接種記録にアクセスでき、次回のワクチン接種
予定の確認を行い、接種漏れが少なくなるように注意が向きます。また、オンライン面談等も活用
できれば、より海外生活における健康管理の意識が高まり、従業員の満足度上昇に寄与し、企業様
にとってもこうした健康管理自体が社内の付加価値の増加に繋がります。
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